
活気みなぎる「スポーツ都市」とまこまい
～スポーツを愛し、市民が活気あふれるまちへ～

【資料２】



平成２４年３月、国が「スポーツ基本計画」を策定し、スポーツ政策の
具体的な方向性を示したことに伴い、本市においても、より効率的・効
果的にスポーツの推進を図るため、平成２８年９月に「苫小牧市スポー
ツ推進計画」を策定しています。本計画は進捗状況や社会経済情勢に
対応するため、原則として中間年に見直しを行うこととしており、令和３
年４月に統計数値や数値目標について見直しを行います。

４ 基本的な考え方 

   

 

●前期５年間（平成２８年度～令和２年度）の主な取組み状況 

平成２８年 ４月 スポーツ都市宣言５０周年記念事業の実施 

平成２９年 １月 第８９回日本学生氷上競技選手権大会（インカレ）の開催 

 ２月 平昌オリンピック女子アイスホッケー最終予選の開催 

平成３０年１１月 ＩＳＵワールドカップスピードスケート競技会の開催 

     １２月 第９１回日本学生氷上競技選手権大会（インカレ）の開催 

 

本計画は、スポーツ基本法第１０条に基づく地方スポーツ推進計画と
して策定するものであり、国の「スポーツ基本計画」を踏まえ、上位計画
である「苫小牧市総合計画」との整合性を図りながら、個別計画として
本市のスポーツ推進をより具体化するものです。

平成２８年度（２０１６年度）から令和７年度（２０２５年度）までの１０年間
※令和３年度に中間見直し

３ 計画の期間 

 

１ 計画見直しの趣旨 

 

２ 計画の位置づけ 

 

 
＜第１章＞計画の見直しにあたって 
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○週１回以上のスポーツ実施率は５８％（５４％）
※国の実施率６０％
○スポーツが好きな児童生徒は６３％（６６％）
○地域スポーツ活動の参加率は２５％（２５％）
○スポーツ都市宣言の認知度は３８％（４７％）

※（ ）内は前回

する人

○スポーツ観戦率は３０％（３６％）
※興味はあるが観戦していない４９％

○地元出身アスリートの観戦率５％1
※観戦していないが応援している５５％

観る人

＜第２章＞スポーツを取り巻く環境と課題  スポーツを取り巻く環境
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図１ スポーツ実施率
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○週１回以上のスポーツ実施率は５１％
※国の調査（２５％）

障がい者スポーツ

○スポーツに関するボランティアを行った割合は７％（９％） ※国の調査１０％
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図５ スポーツボランティア
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図６ スポーツボランティアのきっかけ
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図７ 週に１回以上運動する人
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図９ スポーツをした理由

3



⑩スポーツボランティアの活動を支える体制が必要

⑦本市でスポーツを観る機会（大会・合宿）の確保
⑧地元アスリートを応援する機運を高める取組み
⑨アスリートとの交流を通して観戦に興味がある層を取り込む工夫

①時間が空いたときに気軽にスポーツができる環境づくり
②子どものスポーツ活動への支援
③高齢者が生き生きとスポーツを楽しめる環境づくり
④スポーツを通じた地域交流の参加率
⑤氷上スポーツを守っていく取組み
⑥スポーツ都市宣言の認知度を高める取組み

する人

観る人

支える人

⑪障がいの特性に応じて適性に対応できる人材の確保
⑫障がいに合ったスポーツ機会の提供
⑬会場や移動手段のバリアフリー不足

障がい者
スポーツ
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＜第２章＞スポーツを取り巻く環境と課題  スポーツを取り巻く課題
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（１） ライフステージに応じ誰でも気軽にスポーツができる環境を提供します

（２） スポーツへの理解を深め地域でスポーツに参加できる機会を創出します

（３） スポーツ大会や合宿の誘致を行いスポーツを観る機会をつくります

（４） 競技スポーツを支え世界で活躍する選手を地域で育み応援します

（５） スポーツを支える人の拡大を推進します

（６） 民間事業者等と協力して誰もがスポーツに参加できる環境を整備します

（７） それぞれの適性に応じたスポーツ活動を推進します

（８） 誰もが安全で快適に利用できるスポーツ施設の整備を進めます

＜第２章＞スポーツを取り巻く環境と課題  今後の方針
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●数値目標

＜第２章＞スポーツを取り巻く環境と課題  今後の数値目標

（１） 市民の７０％が、週１回以上運動を行うことを目指します（５８％）

（２） 児童・生徒の７５％が、運動やスポーツが好きになることを目指します（６３％）

（３） 市民の４０％が、市や地域等のスポーツ行事に参加することを目指します（２５％）

（４） 本市が「スポーツ都市宣言」を行ったまちであることを、８０％の市民に知ってもらうこと
を目指します（３８％）

（５） 市民の５０％が、年１回以上スポーツ施設で観戦することを目指します（３０％）

（６） 市民の２０％が、スポーツボランティア活動を行うことを目指します（７％）

（７） 障がいのある人の６５％が、週１回以上運動を行うことを目指します（５１％）

※（ ）内は今回のアンケート結果



＜第３章＞施策と主な事業
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